
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
未
来
へ
語
り
継
ぐ

牛久市平和使節
戦
争
の
悲
惨
さ
、平
和
と
命
の
尊
さ
を

学
び
、多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く

　

戦
争
経
験
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が「
平

和
大
使
」と
し
て
被
爆
地
を
訪
れ
、
現
地
で

行
わ
れ
る
平
和
学
習
に
参
加
す
る
牛
久
市

平
和
使
節
派
遣
事
業
。
今
年
も
、
市
内
中

学
校
の
代
表
生
徒
15
人（
２
年
生
）が
、
市

内
在
住
の
戦
争
体
験
者
に
話
を
聞
く
と
と

も
に
、
７
月
24
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
広

島
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
広
島
で
は
、平
和
記
念
公
園
や
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
館
の
見
学
、被
爆
者
に
よ
る
被
爆
体

験
講
話
等
を
通
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
、

平
和
と
命
の
尊
さ
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
考
え
を
深
め
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、各
中
学
校
に
お
け
る「
校
内

平
和
の
集
い
」で
学
習
の
成
果
を
ま
と
め
た

パ
ネ
ル
を
発
表
す
る
な
ど
、自
分
た
ち
が「
見

て
・
聴
い
て
・
感
じ
た
こ
と
」を
、
よ
り
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
下
根
中
学
校
で
は
、
１
年
生
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
お
い
て
、
近
隣
在
住
の
戸と

は
り張 

礼れ
い
き記
さ
ん
か
ら
生
徒
に
戦
争
体
験
の
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
戸
張
さ
ん
は
、
予
科

練（
海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
の
略
称
）に
入
隊

し
た
戦
争
体
験
者
で
す
。
予
科
練
と
は
日
本

海
軍
の
飛
行
機
搭
乗
員
を
養
成
す
る
制
度
で
、

昭
和
５
年（
１
９
３
０
年
）に
誕
生
。14
歳
半
～

17
歳
ま
で
の
少
年
を
試
験
で
選
抜
し
、
20
歳

ま
で
に
は
一
人
前
に
育
成
し
ま
す
。終
戦
ま
で

特 集

太
平
洋
戦
争
か
ら
74
年
、
戦
争
体
験
者
が
減
り
、
戦
争
の
記
憶
が
風
化
す

る
な
か
、
過
去
か
ら
学
び
、
次
の
世
代
に
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
い
か
に
語
り
継
い
で
い
く
か
が
重
要
で
す
。
今
回
は
、市
内
中
学
生
が

牛
久
市
平
和
使
節
団
と
し
て
広
島
を
訪
問
し
た
報
告
と
、
下
根
中
学
校

で
行
わ
れ
た
戦
争
体
験
者
に
よ
る
特
別
授
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

問　生涯学習課
☎871-2301

夏
休
み
平
和
学
習

見て・聴いて・肌で感じた平和の大切さ

戦争体験者の生の声を聴く

平和使節団に参加した生徒たちが学習の成果をまとめたパネル。
「牛久市民文化祭」の小中学生作品展コーナー（10月16日（水）～
20日（日）まで）、また各中学校の「校内平和の集い」で掲示されます。

牛久第二・第三中学校

下根中学校

牛久南中学校

牛久第一中学校

特別講師
戸
と は り

張 礼
れ い き

記さん
阿見町予科練平和記念館

歴史調査員

平和学習
特別授業

平
和
と
は
何
か

体
験
か
ら
伝
え
る
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の
15
年
間
で
約
24
万
人

が
入
隊
し
、う
ち
1
万
９

０
０
０
人
ほ
ど
が
戦
死
、

殉
職
し
て
い
ま
す
。戦
争

末
期
に
は
、飛
行
訓
練
が

中
止
さ
れ
、
敵
に
体
当
り
攻
撃
を
す
る
特
攻

作
戦
の
要
員
と
し
て
各
部
隊
に
配
属
さ
れ
た

予
科
練
生
も
多
く
い
ま
し
た
。
特
攻
に
は
、飛

行
機
に
爆
弾
を
積
ん
で
敵
艦
船
に
突
入
す
る

「
神
風
」や
、
人
が
乗
り
こ
ん
で
敵
に
突
撃
す

る
人
間
魚
雷「
回
天
」な
ど
が
あ
り
、
戸
張
さ

ん
の
先
輩
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
戸
張
さ

ん
自
身
も
肉
弾
特
攻
作
戦「
土も

ぐ
ら龍

」の
訓
練
中

に
終
戦
を
迎
え
て
い
ま
す
。
戸
張
さ
ん
は
、こ

れ
ら
特
攻
作
戦
で
命
を
落
と
し
た
先
輩
の「
遺

書
」を
紹
介
し
、｢

戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
し
て

は
だ
め
だ｣

と
涙
を
流
し
な
が
ら
訴
え
ま
し
た
。

　

｢

平
和
を
護
る
と
は
、
皆
で
和
や
か
に
、
命

の
安
全・安
心
を
護
る
こ
と
で
あ
る
。
平
和
に

生
き
る
力
と
は
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
と
同
じ
だ｣

と

熱
い
思
い
を
伝
え

る
戸
張
さ
ん
の
言

葉
に
、
真
剣
な
表
情

で
聞
き
入
っ
て
い

た
生
徒
た
ち
。
と
て

も
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

～広島訪問を終えて～

▼予科練で隊員の懲罰に使用された「バッター」

　飯
い い だ

田 夏
な つ き

希 さん
　広島では命が失われる残酷
さや核兵器の恐ろしさを伝え
るため、被爆建物は未だに残
されています。当時の様子は、
私が想像していたよりも遥か
に悲惨なものでした。戦争は
誰も幸せにしないのです。今
回の経験を忘れず心に留めて
おきたいです。

　井
い で

出  碧
あおい

 さん
　平和使節団として広島を訪
問し、たくさんの悲しみや願い
を聞きました。被爆者の長尾さ
んの「相手を受け入れることが
戦争をなくすことに繋がる」と
いう言葉が印象に残っていま
す。些細なことでけんかをして
いる人に広め、争い事がないよ
うに伝えていきたいです。

　荒
あ ら き

木 千
ち よ

陽 さん
　今回の広島訪問で、さまざま
なことを直接、肌で感じること
ができました。今後、いろいろ
な形で学んだことを一人でも
多くの人に伝えていきたいと
思います。そして何よりも、8
月6日の出来事が人々の記憶
からなくなることがないよう
努力していきたいと思います。

　櫻
さくらい

井 夢
ゆ の

希 さん
　私が広島に行って印象に
残っていることは、今でも被爆
建物として残る本川小学校の
教頭先生のお話です。「世界が
平和になるためには、まず身
の回りを平和にしなければい
けない」これを聞いて私は、自
分の学校から、平和を築いて
いきたいと思いました。

　石
いしつか

塚 光
み つ き

希 さん

　今回の学習を通して、改め
て平和の大切さを理解するこ
とができました。また、将来再
び広島を訪れた時は、今以上に
発展を遂げた平和な街であっ
てほしいと願います。そして核
兵器の無い平和な世界になる
よう、私もできることから取り
組んでいきたいと思います。

 　後
ご と う

藤 聖
ま さ と

飛 さん

　僕は今回の訪問を通して、
戦争は想像以上に残酷なもの
だと分かりました。被爆者の
長尾さんと登世岡さんの話は、
今の生活からは考えられない
くらい苦しいものでした。僕
は互いに理解し、認め合うこ
とが、戦争のない平和な世の
中を作ると考えます。

　白
しらかわ

川 葉
は ゆ

由 さん
　私が、今回印象に残ったこと
は、被爆者体験者の方の話で
す。「世界を平和にするには、さ
さいな揉め事を無くすこと」
そのためには、「相手に自分を
知ってもらい、自分も相手を知
ること」。この言葉が忘れられ
ません。戦争が起こらないよう、
私は伝えていきたいです。

　野
の な か

中 詞
こ と み

美 さん
　私が広島を訪れてとても心
に残った言葉があります。そ
れは、「少人数ですら平和が築
けないのに世界が平和になる
わけがない。だから74年も戦
争が無くならない」という言
葉です。世界が平和になるた
めに、私たちも小さな平和を
たくさん築こうと思いました。

　竹
たけうち

内  彩
あや

 さん
　被爆者の方々のお話を聞き、
原爆の威力の大きさを知りま
した。想像してください。自分
の住んでいる街が、一瞬にして
建物が吹き飛ばされ、死体で
あふれかえるのを。この事実を
風化させてはならない。そして、
この世界に核兵器はあっては
ならないと思いました。

  　森
もり

  麻
ま お

緒 さん
　今回広島を訪問して、直接
街の様子や資料を見たり、語
り部の方々の話を聞いたりし
て、改めて、原爆や戦争の恐ろ
しさを知ることができました。
広島で学んだことを学校や地
域の方々に伝え、未来を担っ
ていく私たちが、この平和を
守っていきたいと感じました。

　片
かたぎり

桐 琢
た く と

斗 さん
　今回広島を訪問して、一番
印象に残っているのは、原爆
の 恐 ろしさ で す。8月6日と
いう何気ない普通の一日が、
たったひとつの原爆によって
地獄のような景色に変わって
しまったことを聞き、僕は、戦
争を起こさずに平和に生きて
いきたいと思いました。

　萩
は ぎ の

野 成
な る み

実 さん
　私は、今回の平和学習を
きっかけに、さらに広島の原
爆について知りたいと思いま
した。訪れた場所はどれも目
をそむけたくなるほど悲惨な
ものばかりでした。「お互いの
ことを考えれば戦争は無くな
る」ということを胸に刻み、普
段から心掛けていきたいです。

 　横
よこかわ

川  巧
たく

 さん
　被爆した街の様子や遺品を
見たり、語り部の方の講話を聞
いたりして、戦争がいかに悲惨
なものか知ることができまし
た。戦争体験者が少なくなっ
ている今、広島訪問で学んだ
原爆の恐ろしさや戦争の悲し
みを僕が身近な人に伝え、平
和な世界にしていきたいです。

　高
たかはし

橋 聖
せ な

菜 さん
　実際に広島を訪問し、平和
記念資料館、原爆ドームや本
川小学校などの被爆建造物を
見学して、学ぶ機会の少ない
戦争や原爆のことを自分の目
で見ることができ、改めて戦争
や原爆の悲惨さを実感しまし
た。そして、戦争は二度と起こ
してはいけないと思いました。

　真
ま き

木 葵
あ お い

衣 さん
　「ちっぽけな空間が平和に
ならないと」という本川小学校
の先生の言葉から、クラスなど
の小さな空間を平和にするた
めに、優しい心で思いやりの行
動をしていこうと思いました。
ちっぽけな空間を平和にして
いくことこそが、本当の平和な
のだと実感しました。

牛久
一中

牛久
二中

牛久
南中

牛久
南中

牛久
南中

牛久
南中

下根中 下根中 下根中 下根中

牛久
二中

牛久
三中

牛久
三中

牛久
一中

牛久
一中
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